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　「皆さんが笑顔になれるよう、これからも頑張るモン」。熊本県営業
部長兼しあわせ部長の肩書を持つ、県のＰＲキャラクターくまモン。
震災後１年を前に「部長」としての決意を身振り手振りでこう伝えてく
れました。
　全国的な人気を誇るキャラクターだけに、震災後約３週間にわたり
活動を控えていた時は、県内外から心配の声が寄せられました。その
間は、自分に何ができるのかを考えていたそうです。「たくさんの方
が熊本を応援してくれて、ボクも元気をもらったモン。皆さんに笑顔
と感謝の気持ちを伝えたいと思ったモン」。その言葉通り、昨年５月５
日に活動を再開。避難所慰問など被災された方に寄り添う活動を行い、

11月からは全国を飛び回るお礼行脚に。今年１月に佐賀県を訪れた際
には日本赤十字社佐賀県支部にも足を伸ばしてくれました。「ハートラ
ちゃんにも会ったモン。一緒にくまモン体操を踊ったモン」
　震災からまもなく１年ですが、復興はまだ道半ば。県民を元気にす
るくまモンの役割はますます大きくなりそうです。「いろんな所におじゃ
まして熊本をPRするモン！  もっと元気な熊本になれるように心を一つ
にがんばるモン。ぜひ熊本に遊びに来てくまさい☆」

熊本へのご支援、
本当にありがとうだモン！

PROFILE
2011年3月の九州新幹線全線開業を機に誕生。年齢はヒミツのやんちゃな男の
子。知事から熊本県営業部長に抜擢され、その後、ゆるキャラグランプリ2011王者
に輝きました。2014年からしあわせ部長も兼任。現在は「くまもとから感謝をプロ
ジェクト！」として全国を訪問するなど、復興のシンボルとしても活躍中。
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CONTENTS

　昨年４月の熊本地震で、重要文化財建造物13棟すべてが倒壊・一部破損するなど甚大な被害を受けた熊本城。市民・県
民の復興のシンボルになるものとして、早期復旧を目指した取り組みが進められています。安土桃山時代に築かれ、数百年の
歴史を刻んできた熊本城は、博愛社（日本赤十字社の前身）創立のきっかけとなった西南戦争（明治10年）では主戦場の
一つに。日本有数の文化財として多くの人から親しまれており、震災後は全国から復旧支援として、多くの寄付が寄せられてい
ます。復旧を統括する熊本城総合事務所（熊本市経済観光局）の河田日出男所長は「大勢の方々が被災される中、熊本
城の早期復旧を願う声が多数寄せられています。その期待に応えられるよう、一日も早く震災前の姿を取り戻したい」と話します。
（熊本地震関連記事P.２～４）
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大津赤十字病院
〒520-8511
滋賀県大津市長等一丁目1-35
TEL 077-522-4131（代表）

知ってて良かった！

中高年に忍び寄る血糖値スパイク－－命にかかわるリスクも

大津赤十字病院　副院長・
第二内科部長・医療社会事業部長
岡本元純（糖尿病代謝・内分泌内科）

　血糖値が食事をした直後にだけ高くなってしまう－－
この状態を血糖値スパイクといいます。血糖値を時間ご
とにグラフ化したときに、食後の跳ね上がるさまがスパ
イクの形に見えることから、この名前がつけられました。
一般の健康診断では、空腹状態で血糖値を見るので、血
糖値スパイクの人も「正常」と判断されてしまいます。と
ころが実際には隠れ高血糖を抱えてしまっているので
す。
　“一瞬上がるだけだから大したことない”と思ったら大
間違いです。糖尿病と同様に血管障害の原因となり、心
筋梗塞や脳梗塞などのリスクが高くなることが分かって
います。つまり命に関わる病気に直結しているというこ

と。にもかかわらず、血糖値スパイクにはまったく自覚症
状がありません。それが怖いところです。
　ただし、血糖値スパイクを発症しやすいタイプは分
かっています。肥満、運動不足、脂っこい食事を好む－－と
いった方たちです。年齢が上がるほどリスクも高くなりま
す。自分や家族に“もしかしたら…”という方がいたら、ぜ
ひ専門医を受診してください。
　ところで、なぜ血糖値が食後の一瞬だけ跳ね上がるの
でしょう。答えは簡単です。体の中で糖を処理する能力が
低下しているから。逆をいえば、体内の糖処理能力を高
めることが、血糖値スパイクの予防と治療のポイントと
いうことになります。そのためには、運動の習慣化、食生

活の改善、肥満の解消などが必須。私が診ている患者さ
んを例にとると、体重を２～３キロ減らすだけで、食後の
血糖値の上がり方がぐんと小さくなっている。つまり体内
で糖を処理する能力が回復したのです。
　しかしながら、生活習慣を改め、糖の処理能力を高め
るには時間がかかります。そこで、食べ方を改善すること
で毎食後の血糖値上昇を抑える対処法を併せて実践し
てください。一つは野菜から食べること。消化酵素で分
解できない食物繊維を最初に胃に入れることで、糖質の
分解速度を遅くします。また、ゆっくり食べることも大切
です。早食いやドカ食いは血糖値を上げる典型的な悪い
食べ方。食事に時間をかける習慣を身につけましょう。

34

▲血糖値スパイクの予防は毎日の
食生活が大事。洋食よりも和食を
選び、脂っこいものは控え目に。
ジュース類もすぐに血糖値を上げ
てしまうので注意してください
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。

「私の復興は
まだ見通せません」

「コミュニティーの力を生かした
復興を目指します」

再建に向けた取り組みスタート

日赤発祥の地「ジェーンズ邸」

「テント生活を
２カ月がんばりました」

西原村の仮設住宅に入居

松岡有美子さん
西原村の仮設住宅に入居

坂田京子さん

熊本県西原村役場　震災復興推進室

係長�山田孝さん

　日本赤十字社発祥の地として知られるジェーンズ邸は、西南戦争（明治
10年）の最中、有栖川宮征討総督が元老院議官・佐野常民（後の日赤初
代社長）に対して博愛社（日赤の前身）設立の許可を出した建物。熊本地
震の本震により全壊しましたが、再建に向けた取り組みが始まっています。
　ジェーンズ邸（明治４年に洋学校の教師として招いたL.L.ジェーンズとその
家族の住居として建設）は、熊本県内に残された最古の洋風建築。県の重要
文化財にも指定されています。熊本市は可能な限り元の部材を使用して復
元する方針で、建物部材や資料類の調査と格納作業を進めています。破損
の度合いに応じて再利用可能なもの
を振り分けますが、市担当者によると
「基本的には木材部分は再利用。展
示資料類も多くが土ほこりで汚れた
だけなので再展示可能」とのこと。今
年秋ごろから再建工事に着手し、平
成31年度の完成を目指します。
　震災前は小中高生の見学も多く、
年間約6000人が訪問。結婚式の「前
取り写真」スポットとしても人気でし
た。再建にあたり市では文化財的価
値の復旧とともに、より多くの人に
親しまれる活用法についても検討し
ていくとしています。復旧費用は約
５億円。市は一般財源とともに、国・
県からの補助金、今年２月から受け
付けを始めた熊本市文化財災害復
旧支援金※への寄付金も充てていく
予定です。
※�熊本市文化財災害復旧支援金への寄付方
法など詳細は熊本市のウェブサイトをご
覧ください。
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14
日

の
前
震
段
階
か
ら
、
各
都
道
府

県
支
部
の
救
護
班
を
熊
本
県
支

部
へ
派
遣
。
６
月
２
日
の
活
動

終
了
ま
で
に
d
E
R
U
（
仮
設

診
療
所
）
を
３
カ
所
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
２
０
７
班
、
約

１
６
０
０
人
の
救
護
班
が
救
護

所
や
巡
回
診
療
な
ど
で
の
医
療

支
援
・
救
護
活
動
に
当
た
り
ま

し
た
。
診
療
し
た
傷
病
者
数
は

約
７
０
０
０
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
の
基
幹
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
被
災
地
の
重
傷
者

ら
を
受
け
入
れ
た
熊
本
赤
十
字

病
院
に
は
、
全
国
の
赤
十
字
病

院
か
ら
医
師
・
看
護
師
ら
約

３
０
０
人
の
要
員
を
派
遣
。
多

く
の
医
療
機
関
が
被
害
を
受
け

た
被
災
地
の
地
域
医
療
を
支
え

る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

医
療
救
護
活
動
以
外
に
も
、

避
難
所
な
ど
で
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
、
健
康

相
談
、
母
子
支
援
、
避
難
所
の
環

境
改
善
と
い
っ
た
幅
広
い
活
動

で
、
被
災
者
の
生
活
を
支
え
ま

し
た
。

救
護
班
活
動
支
え
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

本
震
翌
日
の
４
月
17
日
、
青

年
赤
十
字
奉
仕
団
員
を
中
心
に

立
ち
上
げ
た
熊
本
県
支
部
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
。
延
べ

２
６
１
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

毛
布
や
安
眠
セ
ッ
ト
な
ど
の
救

援
物
資
の
積
み
込
み
・
搬
送
、
救

護
班
の
避
難
所
ま
で
の
道
案
内
、

避
難
所
で
の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
赤
十
字
奉
仕
団

員
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
全
国
各
地
で
義
援
金
の
受
付

事
務
な
ど
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
20
日
ま
で
に
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
は
２
７
９
億�

５
１
９
６
万
円
余
り
。
熊
本
、大

分
両
県
に
設
置
さ
れ
た
義
援
金

配
分
委
員
会
を
通
じ
、
被
害
状

況
に
応
じ
て
全
額
が
被
災
者
に

届
け
ら
れ
ま
す
。
３
月
末
時
点

で
、
受
付
金
額
の
99
・
８
％
に

あ
た
る
２
７
８
億
８
５
０
６
万

円
余
り
を
義
援
金
配
分
委
員
会

に
送
金
し
て
い
ま
す
。
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地
震
後
、
体
育

館
は
避
難
所
と

な
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
車
中
泊
の
自

動
車
で
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
約
６
０
０

人
が
２
カ
月
に
わ

た
り
学
校
で
避

難
生
活
。
自
宅
が

被
災
し
た
生
徒

も
多
く
、
わ
が
校

の
体
育
館
を
含

め
各
避
難
所
か

ら
学
校
に
通
っ
て

く
る
子
ど
も
た

ち
も
大
勢
い
ま
し

た
。

　

一
方
、
学
校
は

校
舎
の
安
全
確

認
が
取
れ
た
５

月
９
日
に
授
業

を
再
開
し
ま
し
た

が
、
近
隣
の
滝
尾

小
学
校
へ
の
通
学

路
が
通
行
不
能
と
な
っ
た

た
め
、
80
人
の
小
学
生
も

わ
が
校
で
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
に
。
実
は
、
最
初
は
不

安
で
し
た
。
震
災
で
つ
ら

い
思
い
を
し
た
生
徒
た
ち

は
、
小
学
生
に
優
し
く
で

き
る
だ
ろ
う
か
と
。

　

心
配
は
無
用
で
し
た
。

み
ん
な
よ
く
面
倒
を
見
て

く
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、
同
じ
経
験
を
共
有
し

た
小
学
生
と
接
す
る
こ
と

で「
自
分
た
ち
が
し
っ
か
り

し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
は
、
避
難
所

の
被
災
者
に
対
し
て
も
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。
吹
奏
楽

部
の
生
徒
た
ち
は
「
被
災

者
を
励
ま
そ
う
」
と
体
育

館
で
の
演
奏
会
を
実
施
。

避
難
所
で
の
物
資
配
布
や

掃
除
な
ど
を
手
伝
っ
た
生

徒
も
大
勢
い
ま
す
。
９
月

の
体
育
祭
で
は
「
故
郷
を

応
援
し
よ
う
」
と
生
徒
た

ち
が
、
集
ま
っ
た
町
民
の

皆
さ
ん
に
大
き
な
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
し
た
。

　

震
災
後
の
生
徒
た
ち

を
見
て
思
う
の
は
、
心
を

育
て
る
教
育
の
大
切
さ
で

す
。
生
徒
た
ち
は
誰
に
指

示
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い

の
に
被
災
者
の
た
め
に
活

動
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
活

動
の
根
っ
こ
の
部
分
に
は
、

青
少
年
赤
十
字（
J
R
C
）

が
目
標
と
し
て
掲
げ
る

「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行

す
る
」が
生
か
さ
れ
て
い
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

広告

　

２
度
に
わ
た
る
震
度
７
の
激
し
い
揺
れ
に
よ
り
、
関
連
死
・
二

次
災
害
死
を
含
む
死
者
２
０
６
人
、
建
物
損
壊
18
万
７
７
７
１
棟

（
3
月
21
日
現
在
）
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
熊
本
地
震
か

ら
間
も
な
く
１
年
。
昨
年
秋
ま
で
に
す
べ
て
の
仮
設
住
宅
が
完
成

し
、
被
災
者
は
生
活
再
建
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
の
建
て
直
し
な
ど
地
域
再
生
に
向
け
た

課
題
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
日
本
赤
十
字
社
は
多
く
の
皆
さ
ん
が

笑
顔
で
復
興
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
義
援
金
の
受
け
付
け
な
ど
を

通
じ
、
引
き
続
き
被
災
地
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

熊
本
地
震
１
年

い
ま
耳
を
傾
け
た
い
被
災
地
か
ら
の
声

被災者のために
「気づき、考え、実行した」生徒たち

御船町立御船中学校��吉見和洋校長
熊本県青少年赤十字（JRC）指導者協議会会長

在りし日

本震後

現　在

　

震
災
前
に
は
地
震
な
ん
て

考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
本
震
で
自
宅

は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
。
全
壊
の
判

定
を
受
け
た
時
は
、
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
不
安

に
な
り
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
に
入
れ
る
ま
で
は

３
カ
月
間
あ
っ
た
の
で
す
が
、

最
初
は
自
宅
に
停
め
た
車
で

熊本県内16市町村に110団地、4303戸の仮設住宅が整備。３月21日現在、
4181戸で1万990人が仮設住宅での生活を送っています（写真は西原村の仮
設団地）

倒壊家屋の撤去や被災道路の復旧など、生活の再建に向けた整備を進めている。写真は益城町の地震
直後（左）と現況（右）



　

昨
年
の
震
災
で
は
全
国

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
た
ち
が
救
護
活
動

に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
本
社
・
支
部
へ

の
ご
寄
付（
活
動
資
金
）が

あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
日
頃

か
ら
の
ご
支
援
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
義
援
金
４
８
９
億
円
の

う
ち
、
２
７
４
億
円
は
日

赤
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
（
2
月
末
時
点
）。

義
援
金
は
今
も
増
え
続
け

て
い
て
、
来
年
３
月
ま
で

受
け
付
け
が
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
ご
協
力
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

救
護
団
体
と
し
て
の

役
割
を
発
揮

　

熊
本
は
、
災
害
救
護
に

こ
そ
支
部
の
存
在
意
義
が

あ
る
と
い
う
意
識
で
、
国

内
・
国
際
救
護
の
実
践
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
熊
本
赤
十
字
病
院
は

こ
れ
ま
で
に
39
カ
国
に
延

べ
２
７
０
人
の
職
員
を
派

遣
。
支
部
と
し
て
も
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
訓
練
、
装

備
充
実
な
ど
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の

職
員
が
被
災
し
た
中
、
救

護
・
支
援
活
動
で
や
る
べ

き
こ
と
を
で
き
た
の
は
、

こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
あ

れ
ば
こ
そ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

日
赤
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

は
今
回
、
救
護
班
の
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
役
な
ど
支
部
活

動
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
、

青
年
奉
仕
団
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
奉
仕
団
、
赤
十

字
飛
行
隊
や
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
連
携
が
強
く

な
っ
た
の
は
大
き
な
成
果

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
の
災
害
を
見
据
え
た

取
り
組
み
も

　

住
民
の
生
活
は
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
は
い
ま

す
。
し
か
し
、
被
災
家
屋

の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
減
る

に
つ
れ
て
、
町
に
は
更
地

が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
ま

す
。
解
体
し
て
、
更
地
に

し
た
後
、
ど
う
す
る
の
か

－
－

。
年
齢
の
問
題
な
ど

被
災
者
ご
と
の
個
別
事
情

が
あ
り
、
家
の
再
建
ひ
と

つ
と
っ
て
も
単
純
に
は
決

め
ら
れ
な
い
の
が
実
情
で

す
。

　

県
支
部
と
し
て
は
、
仮

設
住
宅
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
々
へ
の
健
康
支
援
活

動
や
健
康
相
談
な
ど
、
こ

れ
か
ら
も
役
に
立
て
る
こ

と
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
自
身

の
日
頃
の
訓
練
と
併
せ
、

学
校
や
地
域
で
の
防
災
教

育
に
赤
十
字
と
し
て
の
知

見
を
生
か
す
働
き
か
け
を

し
て
い
く
な
ど
、
次
の
災

害
に
備
え
た
取
り
組
み
も

充
実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

復
興
へ
の
課
題
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
絶
対

に
立
ち
直
る
と
い
う
の
が

私
た
ち
の
決
意
で
す
。
今

後
と
も
赤
十
字
の
活
動

に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

す
と
と
も
に
、
私
た
ち
県

民
を
ぜ
ひ
見
守
り
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

震
災
後
、
被
災
地
の
保

健
師
さ
ん
た
ち
は
本
当
に

余
裕
の
な
い
中
、
な
ん
と
か

乳
児
健
診
を
実
施
し
な
け

れ
ば
と
い
う
意
思
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
思
い
を
尊
重
し
な

が
ら
私
た
ち
が
関
わ
り
、

自
己
完
結
型
の
支
援
と

な
っ
た
の
が
西
原
村
で
の
健

康
支
援
事
業
で
す
。

　

お
母
さ
ん
方
と
お
話
す

る
中
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、

ど
の
方
も
子
育
て
に
漠
然

と
し
た
不
安
を
抱
え
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
行
政

の
乳
幼
児
検
診
が
中
止
に

な
っ
た
り
、
周
囲
に
相
談
で

き
る
相
手
が
い
な
く
な
っ
た

り
し
た
こ
と
で
、
母
親
が
一

人
で
問
題
を
抱
え
込
ん
で

い
ま
し
た
。「
母
乳
が
出
に

く
い
」「
赤
ち
ゃ
ん
に
湿
疹

が
…
」「
体
重
の
増
え
方
は

こ
れ
で
い
い
の
？
」
な
ど
さ

さ
い
な
こ
と
に
大
き
な
不

安
を
感
じ
て
い
た
の
で
す
。

医
療
や
衛
生
な
ど
日
赤
と

し
て
の
専
門
性
を
生
か
し

た
支
援
で
、
被
災
者
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
私
自
身
に
と
っ
て

は
、
被
災
地
派
遣
は
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。
訓
練
は

そ
の
場
だ
け
の
手
当
て
で

完
了
し
ま
す
が
、
本
当
の

災
害
で
は
長
期
に
わ
た
っ

て
、
被
災
者
は
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
直
面
し
ま
す
。
訓

練
と
実
際
の
違
い
を
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
日
赤
と
し

て
ど
ん
な
支
援
が
求
め
ら

れ
る
の
か
、
何
が
可
能
な
の

か
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　日本赤十字社は被害の大きかった西原村の支援事業として昨年６～
７月、避難所の高齢者や障がい者、乳幼児を抱える母親らを対象にした
健康支援事業を実施。また、
熊本赤十字病院では引き続
き、10～12月に３歳以下の
幼児と母親を集めた「子育て
広場」を同村で３回にわたっ
て開き、子育ての不安や感
染症予防などをテーマに交
流・相談会を行いました。

西原村被災者健康支援事業

　

西
原
村
の
健
康
支
援
事

業
と
し
て
実
施
し
た
６
月

の
乳
児
検
診
で
、
お
母
さ
ん

た
ち
が
保
健
指
導
・
相
談

を
さ
れ
て
い
る
間
、
お
子
さ

ん
た
ち
を
預
か
っ
た
り
、
お

母
さ
ん
か
ら
の
子
育
て
の
悩

み
事
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
か
ら
出
さ
れ

た
不
安
の
中
で
一
番
多
か
っ

た
の
は
お
風
呂
に
使
う
水

の
問
題
で
す
。
ま
だ
水
道
が

復
旧
し
て
い
な
く
て
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
以
外
の
衛
生
的

な
水
が
な
か
っ
た
頃
だ
っ

た
の
で
、「
子
ど
も
を
お
風

呂
に
入
れ
て
も
大
丈
夫
な

の
？
」
と
皆
さ
ん
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
想
定
外
の

質
問
だ
っ
た
の
で
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
震
災
後
、
同
世
代

の
子
ど
も
と
遊
ん
だ
の
は

今
日
が
初
め
て
」「
マ
マ
友
で

集
ま
る
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
、
情
報
交
換
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
多

く
聞
き
ま
し
た
。
被
災
者

の
こ
う
し
た
悩
み
は
、
直
接

耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
。
被
災
地

へ
足
を
運
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
は
赤
十
字
病

院
で
働
き
始
め
て
３
年
目

に
起
き
た
震
災
。
被
災
地

で
の
活
動
に
関
わ
っ
た
こ
と

で
、
人
道
支
援
団
体
で
あ
る

日
赤
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
自
覚
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「必ず復興します。
見守ってください」

被災者に寄り添った自己完結型支援

支援団体の
一員であることを再認識

日本赤十字社 熊本県支部

岡村範明事務局長

熊本赤十字病院　看護師　萩野 田鶴子さん

熊本赤十字病院  こども医療センター病棟保育士　宮﨑智恵子さん
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宮﨑さん（左）と萩野さん（右）

学生のボランティアは発災後支部に泊まり込み、
災害ボランティアセンターの運営にあたりました



～未来につなげるプロジェクト～
私たちサポーターが一緒に取り組みました。

これまでの災害で得た教訓や支え合った経験を忘れることなく、

1人でも多くの方が防災・減災意識を高めていくことを願っています。

協賛企業の皆さま：

　ソラシドエアは、九州・沖縄に基盤をおく航空会社です。
　昨年の熊本地震は、当社の第2の就航地である熊本に甚大
な被害をもたらしました。
　わたしたちは、「九州の翼」の使命として、一日も早い運航再
開に全社を挙げて取り組み、「がんばろう！ 九州」復興支援プ
ロジェクトを立ち上げました。熊本県に特化した復興支援機
「がんばるけん！ くまモンGO」を運航するなど、九州・熊本へ
の観光需要喚起に現在も取り組んでいます。
　プロジェクトバッジは役職員一同が着用。防災やたすけあ
いの意識を胸に私たちがなすべきこと、私たちだからこそで
きることに真摯に向き合いながら、安全運航そしてブランドコ
ンセプト「空から笑顔の種をまく。」の実現に向け、社員一同こ
れからも取り組んでまいります。

「がんばろう！九州」を胸に
空から笑顔を届けます

　東日本大震災後、日本赤十字社のホームページがアクセ
ス集中によってダウンする事態が発生しました。その際、私
どもでサイト復旧を行い、その後義援金受け付けシステム
の構築をさせていただきました。弊社はクラウドを用いたシ
ステム構築を手掛けていますが、東日本大震災での経験に
よって、被災地支援をクラウドがより早く的確に実現できる
ことを知るきっかけとなりました。　
　今年３月11日に行われたエンジニア向けのイベントで
は、参加者にバッジとリーフレットを配り、トークセッション
でも忘れないプロジェクトに触れ、多くの方にこの活動の理
念をお伝えしました。
　今後も、当プロジェクトとともにクラウドを駆使した災害対
策を深めていきたいと思います。

クラウド活用による
災害時の社会貢献を追求

株式会社サーバーワークス 株式会社ソラシドエア

地域の「いま」のニーズに
応える継続的な支援を

ジョンソン・エンド・ジョンソン
日本法人グループ

　社員を対象とした啓発活動として、
日本赤十字社から提供されたバッジ、
ポスターを活用して社内に呼び掛け、われわれに今できること
を考える機会としました。また、3月11日に開催した全社会議で
はメディカル カンパニーの社員約2000人が「黙とう」を捧げま
した。同時に、東日本大震災直後の当社の支援活動を振り返る
とともに、今後の地域再生のための継続支援を呼び掛けました。
　東日本大震災から6年が経った現在、災害看護教育や産業創
出を目的とするプロジェクトのサポートや、例年実施する6･7月
の「ボランティア月間」に向け、被災地支援プログラムを設計す
るなど、当社では引き続きさまざまな活動を展開しています。変
化する地域のニーズを長期的な視点で捉え、今後もさらなる支
援に取り組んでまいります。
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「私たちは、忘れない。」 プロジェクト

各地のイベントで

被災者支援などを

アピール

　

震
災
当
時
は
県
職
員
と
し
て
釜

石
で
震
災
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
地
震
か
ら
５
日
後
に
一
部

区
間
で
運
行
再
開
し
た
時
は
、
私
自

身
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
３
年

前
の
全
線
再
開
の
時
は
、
各
駅
ご
と

に
郷
土
芸
能
や
大
漁
旗
で
迎
え
て

く
れ
て
。
地
域
に
支
え
ら
れ
て
の
三

陸
鉄
道
な
ん
で
す
。
復
興
を
後
押
し

す
る
力
に
も
な
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
地
域
に

よ
っ
て
は
ま
だ
復
興
途
上
。
仮
設
住

宅
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
被
災
者
も
い

ま
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ん
に
寄
り
添

い
、
活
気
あ
る
三
陸
を
取
り
戻
す
の

が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
全
国
の
方
に
ぜ
ひ
三
陸
に
足
を

運
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

雄
大
な
自
然
や
お
い
し
い
食
べ
物
な

ど
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
復
興

へ
の
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

「
こ
の
苗
が
立
派
な
松

林
に
育
つ
に
は
50
年
く
ら

い
か
か
り
ま
す
。
残
念
な

が
ら
私
が
見
る
こ
と
は
か

な
い
ま
せ
ん
が
、
孫
や
ひ

孫
た
ち
の
世
代
の
た
め
に

残
し
て
い
き
た
い
」。
地
元

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
高
田
松

原
を
守
る
会
」の
理
事
長
、

鈴
木
善
久
さ
ん
（
72
）
は

再
生
事
業
へ
の
思
い
を
こ

う
語
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
岩

手
県
内
最
大
の
被
災
地
と

な
っ
た
陸
前
高
田
市
。
死

者
・
行
方
不
明
者
は
人

口
の
７
・
６
％
に
あ
た
る

１
７
７
３
人
、
高
田
松

原
が
あ
っ
た
広
田
湾
岸
を

襲
っ
た
津
波
の
高
さ
は
最

大
18
・
３
メ
ー
ト
ル
を

記
録
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
も
親
族
や

中
学
校
の
教
師
時
代
の

教
え
子
な
ど
を
失
い
ま
し

た
。
自
宅
は
被
害
を
免
れ

ま
し
た
が
、
町
内
会
長
と

し
て
住
民
の
安
否
確
認

や
避
難
所
の
運
営
に
奔

走
。「
最
初
は
も
う
松
原

の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
は

な
か
っ
た
で
す
。
生
き
て

い
く
の
に
本
当
に
必
至
で

し
た
」
と
震
災
直
後
を
振

り
返
り
ま
す
。

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
、
犠

牲
者
の
供
養
と
し
て

　

「
地
震
と
津
波
を
恨
ん

だ
」
と
い
う
鈴
木
さ
ん
で

す
が
、
恨
ん
で
い
る
だ
け

で
は
復
興
に
向
け
て
立
ち

上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
気
持
ち
も
抱
え
て

い
ま
し
た
。「
私
た
ち
も

復
興
の
た
め
に
役
立
て
る

は
ず
。
そ
れ
が
高
田
松
原

の
再
生
な
ん
で
す
。
き
っ

と
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
供
養
に
も
な
る

は
ず
で
す
」

　

江
戸
時
代
の
先
人
に

よ
り
防
風
林
、
防
潮
林

と
し
て
育
て
ら
れ
た
高
田

松
原
。
そ
の
白は
く

砂し
ゃ

青せ
い

松し
ょ
う

の

景
観
は
、
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
、
市
民
に
と
っ
て

も
身
近
な
憩
い
の
場
と
し

て
、
愛
さ
れ
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

「
私
も
子
ど
も
の
頃
は
、

松
原
の
海
岸
で
泳
い
だ
り
、

潮
干
狩
り
を
し
た
り
。
教

師
時
代
は
部
活
で
生
徒
と

一
緒
に
こ
こ
を
走
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
育
ん
で
き
た
場
所
な
ん

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
陸
前

高
田
で
生
き
て
い
く
人
た

ち
に
も
、
そ
う
い
う
思
い

出
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
の
が
鈴
木
さ

ん
の
願
い
で
す
。

松
ぼ
っ
く
り
の
奇
跡

　

新
た
に
植
林
さ
れ
る
苗

木
４
万
本
の
う
ち
３
万

本
を
県
、
鈴
木
さ
ん
た
ち

「
守
る
会
」
が
１
万
本
を

担
当
し
ま
す
。
実
は
、
こ

の
１
万
本
の
中
に
高
田
松

原
の
松
の
遺
伝
子
を
継
ぐ

苗
木
が
約
６
０
０
本
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
津
波
で

失
わ
れ
た
松
の
種
が
な
ぜ

残
さ
れ
た
の
か
。
鈴
木
さ

ん
は
「
奇
跡
の
一
本
松
と

同
様
、
種
が
残
っ
た
の
も

奇
跡
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」
と
育
っ
た
苗
木

に
目
を
細
め
ま
す
。

　

震
災
か
ら
２
カ
月
後

の
平
成
23
年
５
月
、
隣
接

す
る
住
田
町
に
住
む
女

性
か
ら
「
松
原
の
再
生
に

役
立
て
て
」
と
た
く
さ
ん

の
種
が
守
る
会
に
届
き
ま

し
た
。
種
は
女
性
が
前
年

の
秋
、
リ
ー
ス（
飾
り
）
を

作
る
た
め
に
高
田
松
原

で
拾
い
集
め
た
松
ぼ
っ
く

り
か
ら
取
れ
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
種
か
ら
成
長
し

た
苗
木
が
今
、
広
田
湾
を

見
下
ろ
す
高
台
の
休
耕
田

で
育
て
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。「
も
し
そ
の
女
性
が
松

ぼ
っ
く
り
を
拾
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
種
を
残
し
て

お
い
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

…
。
す
べ
て
が
奇
跡
だ
と

思
い
ま
す
」

全
国
の
支
援
で

始
ま
る
植
林

　

守
る
会
が
育
て
る
苗
木

に
は
、
茨
城
県
の
人
か
ら

「
松
原
復
活
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
贈
ら
れ
た
苗

木
も
。
そ
し
て
こ
の
６
年

間
、
多
く
の
市
民
や
全
国

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

苗
木
を
育
て
て
い
く
活
動

や
、
苗
木
を
風
か
ら
守
る

た
め
の
竹た

け

簀す

作
り
な
ど
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

植
林
は
５
月
27
日
に
ス

タ
ー
ト
し
、
６
月
か
ら
は

「
守
る
会
」
と
し
て
毎
週

日
曜
日
に
植
林
す
る
予
定

で
す
。「
多
く
の
市
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
応

援
を
得
て
、つ
い
に
苗
を
植

え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
う
れ
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
大
勢
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
高
田
松

原
の
再
生
へ
元
気
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」

  

そ
う
語
る
鈴
木
さ
ん
の

目
に
は
、
空
に
向
か
っ
て

青
々
と
伸
び
る
松
の
姿
が

し
っ
か
り
と
と
ら
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

※�

三
陸
鉄
道
＝
岩
手
県
や
沿
岸
市
町
村

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と

し
て
昭
和
59
年
に
４
月
に
開
業
。
震

災
後
の
運
行
再
開
に
当
た
っ
て
は
ク

ウ
ェ
ー
ト
政
府
か
ら
日
本
赤
十
字
社

を
通
し
て
寄
せ
ら
れ
た
原
油
代
金
相

当
額
約
４
０
０
億
円
の
一
部
が
活
用

さ
れ
ま
し
た
。

踏ん張り続けた６年
見据えているのは「未来」です

高田松原を守る会理事長

鈴木�善久さん

ⓒ Ichigo Sugawara 

ⓒ Ichigo Sugawara 

三陸鉄道

中村�一郎社長

見て、食べて、三陸を応援してください

　

震
災
後
、
私
も
母
も
介
護
施
設

に
身
を
寄
せ
た
の
。
で
も
断
水
し

ち
ゃ
っ
て
ト
イ
レ
の
水
も
、
洗
濯
す

る
水
も
な
い
。
そ
し
た
ら
子
ど
も

た
ち
が
毎
朝
、
バ
ケ
ツ
で
水
を
く

ん
で
き
て
く
れ
た
の
。
誰
に
言
わ
れ

た
わ
け
で
も
な
い
の
に
。
み
ん
な
頑

張
っ
た
よ
ね
。
ど
の
子
も
そ
う
い
う

経
験
を
し
て
い
る
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
本
当
に
た
く
ま
し
く
な
っ

た
と
思
う
よ
。

　

全
国
の
人
か
ら
お
世
話
に
な
っ

た
の
は
も
ち
ろ
ん
忘
れ
て
い
ま
せ

ん
。
赤
十
字
か
ら
も
ら
っ
た
毛
布

は
今
も
使
っ
て
い
ま
す
し
、
赤
十

字
が
教
え
て
く
れ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
日
課
に
な
っ
て
る

の
。
そ
ん
な
ふ
う
に
支
え
て
も
ら
っ

た
か
ら
、
熊
本
地
震
で
は「
今
返
さ

な
き
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

大
し
た
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け

ど
。
も
し
ま
た
何
か
あ
れ
ば
、
率
先

し
て
動
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

滝の里仮設住宅

植村�たえこさん　小野田�たきこさん

熊本地震では「今返さなきゃ」って

　

住
宅
を
再
建
し
た
り
、
公
営
住
宅

に
移
っ
た
り
で
、
こ
の
仮
設
か
ら
15

人
く
ら
い
出
て
行
っ
た
か
な
。
で
も
新

し
い
環
境
に
慣
れ
る
の
は
大
変
。
中

に
は
す
ご
く
寂
し
が
っ
て
、
仮
設
の

仲
間
と
話
を
し
た
い
っ
て
、
こ
っ
ち
に

足
を
運
ぶ
人
も
い
る
く
ら
い
で
す
。

　

一
方
で
、
滝
の
里
は
最
後
ま
で
残

る
仮
設
住
宅
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

解
体
さ
れ
る
他
の
仮
設
か
ら
移
っ
て

く
る
人
も
増
え
る
ん
だ
。
そ
う
い
う

人
た
ち
と
も
上
手
に
人
間
関
係
を

作
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
こ
れ

ま
で
も
そ
う
だ
け
ど
、
朝
の
挨
拶
と

か
、
声
掛
け
と
か
。
大
切
に
し
て
い

き
た
い
よ
ね
。

　

私
は
造
成
し
て
い
る
高
台
に
移
る

予
定
だ
け
ど
、
ま
だ
1
〜
2
年
は
か

か
る
予
定
。
そ
こ
に
自
宅
を
再
建
で

き
た
ら
、（
少
し
は
落
ち
着
い
て
）
全

国
か
ら
の
支
援
へ
の
恩
返
し
も
で
き

る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

滝の里仮設住宅　自治会長

小野田�髙志さん

声掛けとか挨拶が大切だよね

　日本赤十字社は３月１～31日、震災の記憶の風化を
防ぎ、復興への思いを未来へとつなげていくプロジェク
ト「私たちは、忘れない。」を全国で取り組みました。プ
ロジェクトは東日本大震災から５年の昨年スタートした
もので今年で２回目。各都道府県支部では11日を中心
にイベントを開催し、防災啓発や義援金の協力などを呼
び掛けました。

〈熊本県支部〉くまモン誕生祭の隣接会場で、熊本地震、東日本大
震災被災者への継続した支援とともに、赤十字の理解と協力を訴え

〈香川県支部〉防災・減災の啓発を目的に「赤十字非常食炊き出しコンテス
ト」を開催。3000人の来場者がオリジナル非常食に舌つづみ

〈大阪府支部〉大阪市内の復興支援イベントでAED体験
コーナーや赤十字ブースを展開

〈山梨県支部〉笛吹市内で防災啓発イベントを開催。好評
を博した炊き出しや救急法体験

〈愛知県支部〉豊田スタジアムで、名古屋グランパスの選
手らとともに被災者への継続支援を訴え

〈京都府支部〉府内に避難している被災者を支援する交流
会で、缶バッジ作りコーナーを担当

〈栃木県支部〉佐野市内のショッピングモールで防災イベント。パネ
ル展示や防災クイズ、子ども救護服の試着体験などに多数の来場者 

〈北海道支部〉札幌市青年赤十字奉仕団のメンバーが、JR
札幌駅前で義援金の募金活動

〈京都府支部〉青少年赤十字(JRC)メンバーらが、福知山市内で義援金や献
血を呼び掛け

〈山口県支部〉サポーター企業の職員やボランティア、日赤職員ら1万人
がプロジェクトバッジを着用。写真は赤十字サポーターの西京銀行員

〈石川県支部〉支部・病院・献血ルームの職員が参加する「救護服デー」を
実施。その様子は学生奉仕団がリポートし、ネット公開中 !

〈北海道支部〉札幌市内の防災イベントでAED体験コーナーなど企画。
親子で体験する方たちも

高
田
松
原
の
再
生
め
ざ
し
た
植
林
事
業

「
私
が
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、

孫
や
ひ
孫
に
再
生
し
た
姿
を

見
て
欲
し
い
ん
で
す
」

　

「
奇
跡
の
一
本
松
」
と
呼
ば
れ
る
１
本
を
除
い
た
７
万
本
の
松
が
津
波
で
消
失
し
た
岩
手
県
陸

前
高
田
市
の
高
田
松
原
。
そ
の
再
生
を
目
指
し
た
植
林
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
５
月
か
ら

３
年
を
か
け
、
４
万
本
を
約
１
・
８
キ
ロ
の
海
岸
に
植
林
し
て
い
く
計
画
で
す
。
昨
年
10
月
に
は

海
岸
の
一
画
に
試
験
的
に
１
５
０
本
を
植
林
。
苗
木
は
、
冬
の
冷
た
い
風
に
も
耐
え
、
根
を
下
ろ

し
始
め
て
い
ま
す
。

ⓒ Ichigo Sugawara 

ⓒ Ichigo Sugawara ⓒ Ichigo Sugawara 

入居者の心が安らぐよう、小野田さんが集会所をイルミネーション

岩手県陸前高田市

岩手県陸前高田市
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　受けた被害が違えば、復興の形も異なって当然。
そしてどんな復興も、一人ひとりが置かれている状
況の中で踏ん張らなければ、未来は見えてきませ
ん。もちろん、誰にでも踏ん張る力があるとは限ら
ないのも事実です。だからこそ私たちは、頑張る人
の姿を伝えます。それは、すべての人を勇気づけ
る力になっていくはずだから−−。



※東日本大震災義援金にかかる歳入歳出予算は、含まれておりません。

平成29年度特別会計

日赤の活動資金へのご協力方法

平成29年度平成29年度

日本赤十字社の
予算概要

平成29年度平成29年度平成29年度

日本赤十字社の日本赤十字社の日本赤十字社の
予算概要

日赤の事業と財源

　日本赤十字社では、一般会計のほか、医療、
血液、社会福祉の３つの事業にかかる特別会
計を設けています。以下に平成29年度事業計
画に基づく各会計の予算概要を報告します。
各予算内容の詳細については、日本赤十字社
のウェブサイト（http://www.jrc.or.jp）もしくは
本社・支部でご覧いただけます。

予算概要予算概要予算概要予算概要予算概要予算概要
　日本赤十字社では、一般会計のほか、医療、
血液、社会福祉の３つの事業にかかる特別会
計を設けています。以下に平成29年度事業計計を設けています。以下に平成29年度事業計
画に基づく各会計の予算概要を報告します。
各予算内容の詳細については、日本赤十字社

　日本赤十字社では、一般会計のほか、医療、
血液、社会福祉の３つの事業にかかる特別会
計を設けています。以下に平成29年度事業計
画に基づく各会計の予算概要を報告します。
各予算内容の詳細については、日本赤十字社
のウェブサイト（http://www.jrc.or.jp）もしくは
本社・支部でご覧いただけます。
※各合計額には、本社・支部・施設間の内部取引額を含んでいます
（血液事業特別会計を除く）。

日赤の事業と財源

各予算内容の詳細については、日本赤十字社各予算内容の詳細については、日本赤十字社各予算内容の詳細については、日本赤十字社
のウェブサイト（http://www.jrc.or.jp）のウェブサイト（http://www.jrc.or.jp）のウェブサイト（http://www.jrc.or.jp）もしくはもしくはもしくは
本社・支部でご覧いただけます。本社・支部でご覧いただけます。本社・支部でご覧いただけます。
※各合計額には、本社・支部・施設間の内部取引額を含んでいます
（血液事業特別会計を除く）。
※各合計額には、本社・支部・施設間の内部取引額を含んでいます
（血液事業特別会計を除く）。

一般会計とは、本社及び47都道府県支部において、個人・法人の皆さまからの会費（社費）
及び寄付金等を主な財源に、国際活動、災害救護、救急法等講習会、青少年赤十字やボラ
ンティアの活動など、本社・支部の事業にかかる歳入歳出をまとめたものです。

　「苦しんでいる人を救いたい」という理念の下、日本赤十字社は災害救護活動や国際救援活動をはじめ
としてさまざまな事業を展開しています。これらの事業の財源は、それぞれの事業によって異なっています。
会費（社費）や寄付金を財源とする一般会計
　国内の災害救護活動、海外の紛争・災害での救援活動や開発協力活動、救急法などの講習普及、青
少年赤十字の育成、赤十字ボランティア活動の促進などは、個人・法人の皆さまからの会費（社費）や寄付
金を主な財源（一般会計）としています。
各事業での収入を財源とする特別会計
　全国92の赤十字病院を中心に展開する医療事業は診療収入など、輸血を必要とする患者さんへの血
液製剤の供給を行う血液事業は医療機関への輸血用血液製剤供給収入、児童福祉施設・高齢者福祉
施設・障害者福祉施設など全国28の社会福祉施設は介護保険収入および措置費などを、それぞれ財源
（特別会計）としています。

平成29年度一般会計

収益的支出合計

8,875万6千円
1,595億

収益的収入支出差引額　1,284万5千円

血液事業特別会計
血液事業の推進にかかる予算をまとめたもので、輸血用血液製剤供給収益
を主な財源として、安全な血液製剤供給のための費用等に充てられます。

5億4,362万9千円
（0.3%）

特別損失
18億7,224万円（1.2%）
関連事業費用

35億1,866万6千円
（2.2%）

事業外費用

480億8,227万
8千円（30.1%）

経費
670億1,199万2千円
（42.0%）

人件費

385億4,207万円
（24.2%）

材料費 
1,463億549万
6千円（91.7%）

輸血用血液製剤
供給収益 

102億7,910万円
（6.4%）

原料血漿供給収益
12億6,230万4千円（0.8%）
事業外収益

1億3,767万7千円（0.1%）
その他事業収益 

16億1,702万4千円
（1.0%）

関連事業収益

収益的収入合計

160万1千円
1,596億

社会福祉特別会計
社会福祉施設の運営等にかかる予算をまとめたもので、措置費、委託
費、介護保険、自立支援費、診療収入及び都道府県・市町村からの補助
金を主な財源として、社会福祉施設運営のための費用に充てられます。

収入支出差引額　40億8,609万7千円

支出合計

9,318万5千円
162億 68億1,347万7千円

（41.8%）

児童福祉施設 

29億4,137万3千円
（18.1%）

施設整備等及び
その他の活動による支出 

40億9,706万6千円
（25.2%）

老人福祉施設 
6億6,673万5千円
（4.1%）

障害者福祉施設

17億2,417万
2千円（10.6%）

複合型施設

5,036万2千円
（0.3%）

本部

収入合計

7,928万2千円
203億

67億9,296万4千円
（33.3%）

児童福祉施設

38億9,629万5千円
（19.1%）

老人福祉施設

5億9,969万円
（3.0%）

障害者福祉施設
16億6,926万3千円
（8.2%）

複合型施設

42億6,194万5千円（20.9%）
前期末支払資金残高

31億5,912万5千円（15.5%）

施設整備等及び
その他の活動による収入 

収益的支出合計

9,060万5千円
1兆586億

医療施設特別会計
寄付が支える
日本赤十字社の活動

収益的収入支出差引額　△158億630万6千円

6,816億6,957万8千円
（65.4%）

入院診療収益

3億727万4千円
（0.03%）

本社収益

110億2,408万1千円
（1.1%）

その他の収益

436億6,269万
1千円（4.2%）

2,743億5,935万
8千円（26.3%）

外来診療収益 

その他の医業収益 

収益的収入合計

8,429万9千円
1兆428億

7億8,049万5千円
（0.1%）

本社費用 39億8,748万
3千円（0.4%）

研究研修費

395億4,282万
2千円（3.7%）

経費
194億9,765万2千円
（1.8%）

医業外費用

242億2,639万5千円
（2.3%）

その他の費用

662億3,929万
9千円（6.3%）

委託費
5,236億5,353万4千円
（49.5%）

給与費

2,831億4,277万4千円
（26.7%）

材料費 
設備関係費
976億2,015万
1千円（9.2%）

医療施設の運営等にかかる予算をまとめたもので、赤十字病院等医療施
設の診療収入を主な財源として、医療施設運営のための費用等に充てられ
ます。

318億6,131万7千円
（3.1%）

医業外収益 

詳細は日本赤十字社ウェブサイト（業務報告まで）：www.jrc.or.jp/about/financialresult/

歳入

8,120万8千円
313億

会費（社費）・寄付金・
海外救援金への寄付 　「苦しんでいる人を救いたい」という理念の下、国内

災害時の救護や、海外の紛争・災害での犠牲者支援な

ど幅広い人道活動を展開している日本赤十字社。その

すべては、皆さまから寄せられる活動資金によって支

えられています。昨年の熊本地震でも、全国の200を超

える救護班が医療支援を行うなど、さまざまな活動を

展開しました。

　このような日赤の活動は、多くの国民からの幅広い

支援により支えられており、現在、約960万人の皆さま

が、日赤の目的と活動に賛同し、継続して活動資金に

ご協力いただいています。

　しかし、近年は日赤の活動資金にご協力くださる方

が徐々に減少しています。

　日赤ではパソコンやスマホ、コンビニから手軽に活

動資金へのご協力をいただける仕組みも用意してい

ます。私たち日赤が「苦しんでいる人」のために、より

大きな力を発揮できるよう、ぜひ日赤を支えてくださ

る仲間になってください。

社員制度をより分かりやすく

　「社員」は、株式会社などの会社員という意味に捉え

られてしまうこと、また、日赤の職員と混同されてしま

うこともあります。そこで、「社員」を一般に分かりやす

いように「会員」という名称で広げていくなど、社員制

度を見直し、分かりやすい仕組みに改めました。

前年度繰越金
（東日本大震災海外
救援金）含む

赤十字施設の設備投資のために 
 
 
支部、病院、血液センター、社会福祉施設の基盤整備の費用、災害救護設備や救急医療
体制の設備などの費用、建物の設備、資産の維持管理などの費用

会員募集・広報の
ために

赤十字会員（社員）への参加呼び掛
けや広報活動の費用

翌年度以降の
継続事業のために

災害救護活動、国際救援活動な
どの翌年度以降の実施に備えた
積立金

歳出

8,120万8千円
313億

国庫補助金や
公益補助金

その他

東日本大震災復興支援のために

国内の災害救護活動のために

東日本大震災復興支援事業を着実に実施するための費用
など（仮設住宅入居者など対象にした交流会や健康づくり
支援など）

救護班の派遣、救援物資の備蓄、救護実施体制を強化する
ためなどの費用（防災教育事業の全国展開など）

総務管理のために
支部、病院、社会福祉施設の事務局・本部機能としての事務経費など（その他）

「守る」をひろめる活動のために

救急法等の講習会、奉仕団・青少年赤十字活動普及の費用
（健康生活支援講習の推進、青少年赤十字防災教育プログ
ラムの推進、ボランティア研修の強化・見直しなど）

海外での救援・
開発協力活動のために

海外で紛争や自然災害、病気などに苦しむ人びとを救う
ための国際救援、開発協力の費用

地域のボランティア
活動支援のために

地区・分区への事業費・事務費の
交付金

委託金など

本社送納金
支部から本社への送納金

口座振替から

日赤ホームページ「寄付する」→「赤十字の会員になって支援す
る」→「口座振替による参加」から会員加入申込書をプリントアウ
トし、必要事項をご記入後郵送いただくと預金口座振替（自動
引落し）により会員加入の手続きができます。

コンビニエンスストアから

コンビニエンスストアにある情報端末（タッチパネル式）を使
用して、日赤への寄付を簡単に行えます。
●ファミリーマート「Famiポート」　●ローソン「Loppi」

191億3,331万1千円（61%）

65億3,657万6千円（20.8%）

47億761万円　（15%）

21億2,285万5千円　（6.8%）

30億9,425万6千円　（9.9%）

13億4,200万1千円　（4.3%）

21億7,538万1千円　（6.9%）

9億6,509万2千円（3.1%）

1億5,204万5千円（0.5%）

45億9,418万4千円（14.6%）

13億5,837万6千円　（4.3%）

26億6,263万9千円　（8.5%）

59億2,387万8千円　（18.9%）

37億1,344万8千円　（11.8%）42億8,076万4千円　（13.6%）

※東日本大震災義援金にかかる歳入歳出予算は、含まれておりません。

平成29年度特別会計

日赤の活動資金へのご協力方法

平成29年度平成29年度

日本赤十字社の
予算概要
日本赤十字社の
予算概要

日赤の事業と財源

　日本赤十字社では、一般会計のほか、医療、
血液、社会福祉の３つの事業にかかる特別会
計を設けています。以下に平成29年度事業計
画に基づく各会計の予算概要を報告します。
各予算内容の詳細については、日本赤十字社
のウェブサイト（http://www.jrc.or.jp）もしくは
本社・支部でご覧いただけます。

　日本赤十字社では、一般会計のほか、医療、
血液、社会福祉の３つの事業にかかる特別会
計を設けています。以下に平成29年度事業計
画に基づく各会計の予算概要を報告します。
各予算内容の詳細については、日本赤十字社
のウェブサイト（http://www.jrc.or.jp）もしくは
本社・支部でご覧いただけます。
※各合計額には、本社・支部・施設間の内部取引額を含んでいます
（血液事業特別会計を除く）。
※各合計額には、本社・支部・施設間の内部取引額を含んでいます
（血液事業特別会計を除く）。

一般会計とは、本社及び47都道府県支部において、個人・法人の皆さまからの会費（社費）
及び寄付金等を主な財源に、国際活動、災害救護、救急法等講習会、青少年赤十字やボラ
ンティアの活動など、本社・支部の事業にかかる歳入歳出をまとめたものです。

　「苦しんでいる人を救いたい」という理念の下、日本赤十字社は災害救護活動や国際救援活動をはじめ
としてさまざまな事業を展開しています。これらの事業の財源は、それぞれの事業によって異なっています。
会費（社費）や寄付金を財源とする一般会計
　国内の災害救護活動、海外の紛争・災害での救援活動や開発協力活動、救急法などの講習普及、青
少年赤十字の育成、赤十字ボランティア活動の促進などは、個人・法人の皆さまからの会費（社費）や寄付
金を主な財源（一般会計）としています。
各事業での収入を財源とする特別会計
　全国92の赤十字病院を中心に展開する医療事業は診療収入など、輸血を必要とする患者さんへの血
液製剤の供給を行う血液事業は医療機関への輸血用血液製剤供給収入、児童福祉施設・高齢者福祉
施設・障害者福祉施設など全国28の社会福祉施設は介護保険収入および措置費などを、それぞれ財源
（特別会計）としています。

平成29年度一般会計

収益的支出合計

8,875万6千円
1,595億

収益的収入支出差引額　1,284万5千円

血液事業特別会計
血液事業の推進にかかる予算をまとめたもので、輸血用血液製剤供給収益
を主な財源として、安全な血液製剤供給のための費用等に充てられます。

5億4,362万9千円
（0.3%）

特別損失
18億7,224万円（1.2%）
関連事業費用

35億1,866万6千円
（2.2%）

事業外費用

480億8,227万
8千円（30.1%）

経費
670億1,199万2千円
（42.0%）

人件費

385億4,207万円
（24.2%）

材料費 
1,463億549万
6千円（91.7%）

輸血用血液製剤
供給収益 

102億7,910万円
（6.4%）

原料血漿供給収益
12億6,230万4千円（0.8%）
事業外収益

1億3,767万7千円（0.1%）
その他事業収益 

16億1,702万4千円
（1.0%）

関連事業収益

収益的収入合計

160万1千円
1,596億

社会福祉特別会計
社会福祉施設の運営等にかかる予算をまとめたもので、措置費、委託
費、介護保険、自立支援費、診療収入及び都道府県・市町村からの補助
金を主な財源として、社会福祉施設運営のための費用に充てられます。

収入支出差引額　40億8,609万7千円

支出合計

9,318万5千円
162億 68億1,347万7千円

（41.8%）

児童福祉施設 

29億4,137万3千円
（18.1%）

施設整備等及び
その他の活動による支出 

40億9,706万6千円
（25.2%）

老人福祉施設 
6億6,673万5千円
（4.1%）

障害者福祉施設

17億2,417万
2千円（10.6%）

複合型施設

5,036万2千円
（0.3%）

本部

収入合計

7,928万2千円
203億

67億9,296万4千円
（33.3%）

児童福祉施設

38億9,629万5千円
（19.1%）

老人福祉施設

5億9,969万円
（3.0%）

障害者福祉施設
16億6,926万3千円
（8.2%）

複合型施設

42億6,194万5千円（20.9%）
前期末支払資金残高

31億5,912万5千円（15.5%）

施設整備等及び
その他の活動による収入 

収益的支出合計

9,060万5千円
1兆586億

医療施設特別会計
寄付が支える
日本赤十字社の活動

収益的収入支出差引額　△158億630万6千円

6,816億6,957万8千円
（65.4%）

入院診療収益

3億727万4千円
（0.03%）

本社収益

110億2,408万1千円
（1.1%）

その他の収益

436億6,269万
1千円（4.2%）

2,743億5,935万
8千円（26.3%）

外来診療収益 

その他の医業収益 

収益的収入合計

8,429万9千円
1兆428億

7億8,049万5千円
（0.1%）

本社費用 39億8,748万
3千円（0.4%）

研究研修費

395億4,282万
2千円（3.7%）

経費
194億9,765万2千円
（1.8%）

医業外費用

242億2,639万5千円
（2.3%）

その他の費用

662億3,929万
9千円（6.3%）

委託費
5,236億5,353万4千円
（49.5%）

給与費

2,831億4,277万4千円
（26.7%）

材料費 
設備関係費
976億2,015万
1千円（9.2%）

医療施設の運営等にかかる予算をまとめたもので、赤十字病院等医療施
設の診療収入を主な財源として、医療施設運営のための費用等に充てられ
ます。

318億6,131万7千円
（3.1%）

医業外収益 

詳細は日本赤十字社ウェブサイト（業務報告まで）：www.jrc.or.jp/about/financialresult/

歳入

8,120万8千円
313億

会費（社費）・寄付金・
海外救援金への寄付 　「苦しんでいる人を救いたい」という理念の下、国内

災害時の救護や、海外の紛争・災害での犠牲者支援な

ど幅広い人道活動を展開している日本赤十字社。その

すべては、皆さまから寄せられる活動資金によって支

えられています。昨年の熊本地震でも、全国の200を超

える救護班が医療支援を行うなど、さまざまな活動を

展開しました。

　このような日赤の活動は、多くの国民からの幅広い

支援により支えられており、現在、約960万人の皆さま

が、日赤の目的と活動に賛同し、継続して活動資金に

ご協力いただいています。

　しかし、近年は日赤の活動資金にご協力くださる方

が徐々に減少しています。

　日赤ではパソコンやスマホ、コンビニから手軽に活

動資金へのご協力をいただける仕組みも用意してい

ます。私たち日赤が「苦しんでいる人」のために、より

大きな力を発揮できるよう、ぜひ日赤を支えてくださ

る仲間になってください。

社員制度をより分かりやすく

　「社員」は、株式会社などの会社員という意味に捉え

られてしまうこと、また、日赤の職員と混同されてしま

うこともあります。そこで、「社員」を一般に分かりやす

いように「会員」という名称で広げていくなど、社員制

度を見直し、分かりやすい仕組みに改めました。

前年度繰越金
（東日本大震災海外
救援金）含む

赤十字施設の設備投資のために 
 
 
支部、病院、血液センター、社会福祉施設の基盤整備の費用、災害救護設備や救急医療
体制の設備などの費用、建物の設備、資産の維持管理などの費用

会員募集・広報の
ために

赤十字会員（社員）への参加呼び掛
けや広報活動の費用

翌年度以降の
継続事業のために

災害救護活動、国際救援活動な
どの翌年度以降の実施に備えた
積立金

歳出

8,120万8千円
313億

国庫補助金や
公益補助金

その他

東日本大震災復興支援のために

国内の災害救護活動のために

東日本大震災復興支援事業を着実に実施するための費用
など（仮設住宅入居者など対象にした交流会や健康づくり
支援など）

救護班の派遣、救援物資の備蓄、救護実施体制を強化する
ためなどの費用（防災教育事業の全国展開など）

総務管理のために
支部、病院、社会福祉施設の事務局・本部機能としての事務経費など（その他）

「守る」をひろめる活動のために

救急法等の講習会、奉仕団・青少年赤十字活動普及の費用
（健康生活支援講習の推進、青少年赤十字防災教育プログ
ラムの推進、ボランティア研修の強化・見直しなど）

海外での救援・
開発協力活動のために

海外で紛争や自然災害、病気などに苦しむ人びとを救う
ための国際救援、開発協力の費用

地域のボランティア
活動支援のために

地区・分区への事業費・事務費の
交付金

委託金など

本社送納金
支部から本社への送納金

口座振替から

日赤ホームページ「寄付する」→「赤十字の会員になって支援す
る」→「口座振替による参加」から会員加入申込書をプリントアウ
トし、必要事項をご記入後郵送いただくと預金口座振替（自動
引落し）により会員加入の手続きができます。

コンビニエンスストアから

コンビニエンスストアにある情報端末（タッチパネル式）を使
用して、日赤への寄付を簡単に行えます。
●ファミリーマート「Famiポート」　●ローソン「Loppi」

191億3,331万1千円（61%）

65億3,657万6千円（20.8%）

47億761万円　（15%）

21億2,285万5千円　（6.8%）

30億9,425万6千円　（9.9%）

13億4,200万1千円　（4.3%）

21億7,538万1千円　（6.9%）

9億6,509万2千円（3.1%）

1億5,204万5千円（0.5%）

45億9,418万4千円（14.6%）

13億5,837万6千円　（4.3%）

26億6,263万9千円　（8.5%）

59億2,387万8千円　（18.9%）

37億1,344万8千円　（11.8%）42億8,076万4千円　（13.6%）
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 　眼鏡型のディスプレイを備えた
パソコンを装着。目の前に表示さ
れる画像と番号に従って、手術に
使う機材を取り揃えていく－－こん
なSF的な「ウェアラブル端末」を京
都第二赤十字病院が導入。手術室
の業務改善に生かしています。
　ウェアラブルは体に装着するパ
ソコンを指す言葉。両手が自由に
なることが特徴です。現在、中央滅菌センターでの手術材料ピッキングに活用
されていて、大幅な業務時間削減とミス防止の効果を発揮しています。担当す
る医療情報室長の田中聖人医師は「最終的には看護に役立て、業務の省力化
につなげたい」と展望を語っています。

ウェアラブル端末で手術室の業務改善
京都第二赤十字病院

メガネに必要な情報が表示され、画面操作は音声
で。手首につけたバーコードリーダーで、正しいも
のかどうかをチェック

　石巻赤十字看護専門学校（宮城県
石巻市）の卒業式が３月10日に行わ
れ、36人が看護師としての一歩を踏
み出しました。同校は東日本大震災
で校舎が壊滅。震災後は、他校の校
舎の一部を間借りして授業を行った
こともあります。石巻赤十字病院内
の仮設校舎を経て、２年前に新校舎
へ移転。今回の卒業生も約１年間、
仮設校舎での学校生活を体験しました。
　卒業式で金田巖校長は「災害医療や看護の知識、実践力が教師・先輩から受け
継がれていることの自覚を」「どのような困難も、培われた聖職への努力と鍛練が
乗り越えさせてくれる」との言葉を卒業生に贈りました。

震災の記憶を胸に36人が卒業、そして社会へ
石巻赤十字看護専門学校

避難所での救護活動に奔走した看護学生の姿を知
り、看護の道を目指した卒業生も

　大阪赤十字病院附属大手前整肢
学園で３月27日、株式会社ミツウ
ロコグループホールディングスの
支援による人形劇が開催されまし
た。人形劇は同社の社会貢献活動
として平成25年度から実施されて
いるもの。昨年度は８月～11月に
かけて青森、岩手など各地の児童
福祉施設でも開催されています。
　人形劇を観劇した子どもたちは、
人形の面白い動きやおしゃべりに大興奮。人形たちが織りなす物語の世界にぐ
んぐん引き込まれていきました。観劇後は、絵本のプレゼントや人形と触れ合
う時間もあり、会場は終始、子どもたちのたくさんの笑顔に包まれました。

お人形がやってきた！　児童福祉施設で人形劇
青森県 /岩手県 / 茨城県 / 東京都 / 大阪府

写真は青森県立はまなす医療療育センター。子ど
もたちは可愛らしい人形に会えるのをとても楽しみ
にしています

　化学剤散布による多数の傷病者発
生を想定した国民保護共同実動訓練
が２月２日、京都市内で行われ、京
都第一赤十字病院では看護学生を含
め200人が、被災者受け入れと医療救
護の手順などを確認しました。
　同訓練はテロなどの災害発生に備
えたもので、内閣府や京都府、自衛
隊、警察、消防、DMATなどが参加。
同院では、計画策定や他機関との調整を約１年前からスタートし、勉強会や
予行演習を繰り返してきました。訓練当日は病院本部と現場指揮本部を設置。
救急駐車場に設けた除染やトリアージのエリアで対応を行ったほか、救急外
来などでの診療や検視の訓練、遺族対応訓練も行いました。

化学テロに備えた訓練に参加
京都第一赤十字病院

参加要員は汚染防護服を着用。実践さながらの
訓練内容で意識を高めました

　徳島県の高校生の間に、献血
ブームの兆しが見え始めていま
す。平成19年から減少していた高
校生の献血協力ですが、平成23年
に男性の400ml献血可能年齢が17
歳に引き下げられてから徐々に回
復。平成28年度は２月末日までに
過去10年間で最も多い延べ555人
の高校生が献血に協力しました。
　今年１月には、献血協力者の多い徳島商業高等学校をラジオ番組が取材。
「献血で人の命が救える」といった生徒たちの声が放送され、他校の生徒に
刺激を与えました。平成29年度は高校生献血者と徳島県知事との対談が地元
ケーブルテレビで放送される予定です。

ついに来た！　高校生に熱い献血ブーム？
徳島県

献血３回目の徳島科学技術高等学校の生徒は「卒
業しても友達を誘って献血ルームに行きます」

　神奈川県支部は、箱根と鎌倉の
観光施設職員らを対象に、AEDの
使い方や視覚障害者への支援法
などを学んでもらう講座を１～２
月にかけて計12回開催しました。
  この講座は、多くの人がより安心
して観光やレジャーを楽しめる地
域づくりを目指したもの。企業等
連携プログラム「いつも ここに 安
心を」の一環として約５年前からさまざまな団体・地域を対象に取り組んでき
ました。今回の講座には「心肺蘇生・AED」「けがと急病」「高齢者を知る」「視
覚障害を知る」の４つのコースを設定。旅館やホテル、自治体、スポーツジム、
神社、教会など幅広い団体から104人が参加しました。

レジャー施設職員らを対象に日赤の安全講座
神奈川県

駅ホームからの転落事故の防止など、視覚障害者
への支援は社会全体で取り組む課題です

 北海道内各地のスキー場でパト
ロール活動などをしているスキー
パトロール赤十字奉仕団が一堂に
会し、日頃の訓練で培った技術を
競う大会が２月26日、北海道南西
部の登別市内のスキー場で開催さ
れました。大会は、競技を通じて
救助技術の向上を目指すもので、
昭和48年から開かれています。
　45回目を迎えた今年は、10チーム70人が参加。傷病部位の手当て、アキヤ
（搬送用のソリ）の操作技術、雪上斜面で手当てをした負傷者をアキヤで搬送
する総合競技の３種目で熱戦が繰り広げられ、栗山町スキーパトロール赤十
字奉仕団が18年ぶりの総合優勝を果たしました。

雪上救護技術の向上目指し競技会
北海道

競技は技術の正確さはもちろん、タイムも評価の
対象に。チームワークも重要です

　原発事故により福島県いわき市内に避
難する大熊町の被災者と同市小名浜方部
赤十字奉仕団の45人が２月24日、埼玉県
鴻巣市を訪れ鴻巣市赤十字奉仕団と交流
しました。交流会は、鴻巣市赤十字奉仕団
が福島県内の仮設住宅に花を植える支援
活動を続けてきた縁で実現したものです。
　鴻巣市の伝統工芸品として知られるひな
人形の展示鑑賞などを楽しんだ交流会。小
名浜方部赤十字奉仕団の油座順子委員長は
「仮設住宅の皆さんも今回の訪問をとても
楽しみにしていて、良い気分転換になったと思います。これからも手紙などで
交流を続けていければ」と話しています。

県を越えた奉仕団交流で　仮設入居者を励まし
福島県 /埼玉県

仮設入居者の減少もあり、鴻巣市赤十字
奉仕団による福島訪問活動は今回の交流
会をもって一区切りに
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　日本赤十字社は、主に若者の献血推進
を目的とした「LOVE in Action プロジェク
ト」の一環としてライブイベント「LOVE in 
Action Meeting(LIVE)」を6月6日に東京
国際フォーラムで開催。抽選で4500人を
無料ライブにご招待します。※別途発券
手数料が必要です。
　同ライブイベントは6月14日の世界献
血者デーにあわせて開催しているもの。
８回目を迎える今年は、KANA-BOON、
Little Glee Monsterほかアーティストら
が出演。ライブやトークを通して、献血の
重要性や若年層の献血率が減少傾向に
ある現状を伝え、協力を呼び掛けます。

◆場所：東京国際フォーラム　◆日時：６月６日（火）17時30分開場（予定）
◆ 応募期間：４月25日（火）23：59まで　
※応募方法など詳細は、公式WEBサイトをご確認ください

LOVE in Action Meeting（LIVE）
4500人を無料ライブにご招待

応募
受付中！

次号「赤十字NEWS」５月号のお知らせ

５月１日に140周年を迎える日本赤十字社。
それを記念して、赤十字NEWS５月号を16ページに増量！
「いまあらためて、赤十字の理念と活動を伝える」「社会（読者）ととも
に考える」をメインコンセプトに紙面を展開します。どうぞお楽しみに。

日赤熊本県支部作成のくまモンピンバッジとシールを
セットにして３名様にプレゼントいたします。以下の項
目を明記のうえ、郵送・FAX・メールでご応募ください。

①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢
⑤赤十字NEWS４月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥４月号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？（いくつでも）
　Ⓐ今月の出会い　Ⓑ熊本地震から１年　Ⓒ健康豆知識
　Ⓓ「私たちは、忘れない。」サポーター企業、イベント紹介　Ⓔ踏ん張り続けた6年　
　Ⓕ平成29年度日本赤十字社の予算概要
　Ⓖ常任理事会開催報告、理事会開催報告、第89回代議員会審議結果公告
　Ⓗエリアニュース　Ⓘ赤十字ライトアッププロジェクト2017のお知らせ
　ⒿLove in Action Meeting（LIVE）応募受付　Ⓚプレゼント
　Ⓛ平成29年度青少年赤十字海外支援事業　Ⓜ人道支援の現場から
⑦赤十字NEWS のご感想、扱ってほしいテーマ、その他 Voice（読者の声）
　への投稿もお待ちしています。

郵　送／〒105-8521  東京都港区芝大門1-1-3
　　　　日本赤十字社 広報室　赤十字NEWS４月号プレゼント係
F A X／03-6679-0785
メール／koho@jrc.or.jp（件名「赤十字NEWS４月号プレゼント係」）

応 募 先●

応募締切● ４月24日（月）必着
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます

プレゼント

Voice
●「海外たすけあい」で紹介されていた写真のコラージュでできたハートマー
ク。投稿された皆さんの優しい気持ちの象徴のような感じが伝わって、素敵
でした（寺田さん・新潟県）

●この紙面上の方々は皆さん目が輝いていますね。防災教育プログラムに参加す
る生徒さんの笑顔など、主体性を感じ取れる様子に感動しました（Yさん・宮崎県）

赤十字NEWSにお寄せいただきました読者の皆さまの声をお届けします。

　5月8日は世界赤十字デー（赤十字
の創始者アンリー・デュナン生誕の
日）。日本赤十字社では、紛争や災害
で苦しむ人々に寄り添い、アンリー・
デュナンが強く訴えた「人道」への理
解を深めていただくことを目的とし
て、この日を中心に「レッドライトアッ
ププロジェクト2017」を実施します。５
月上旬、右記の歴史的建造物やランド
マークとなる施設、企業様などにご参
加いただき、全国を赤色で彩ります。

※３月22日現在の参加状況。赤十字NEWS５月
号では、最終参加施設を掲載します。参加施
設・企業、絶賛募集中です！

世界赤十字デー（5/8）に

日本各地を照らす日本各地を照らす
ライトアップ
　5月8日は世界赤十字デー（赤十字
の創始者アンリー・デュナン生誕の
日）。日本赤十字社では、紛争や災害

ライトアップ
プロジェクト2017

●五稜郭

●ポートタワーセリオン
　（5月１～31日）

●阪神・淡路大震災記念
　人と防災未来センター（５月１日～31日）

北海道

秋田県

兵庫県

●松本城
●松江城（５月８～15日）
島根県

●彦根城

滋賀県

●ラフォーレ原宿
●清水建設（５月14日）

東京都

●表参道ヒルズ
●六本木ヒルズ
●虎ノ門ヒルズ

●三宅商事本社ビル
　（４月28日～５月31日）
●下関市海峡ゆめタワー

山口県

●インテックビル（タワー111）
　（５月１～８日）

富山県
●府内城跡（大分城址公園）
　（５月８～12日）

大分県

●吉岡幸 テクノセンター
　（５月８～12日）

福井県

●お城山展望台
　河原城（５月８日のみ）

鳥取県

●金沢城
　（５月８日を含む
　  １週間程度）

石川県

●稲佐山山頂電波塔（５月８日）
●眼鏡橋（５月１～８日）

長崎県

●善光寺

長野県

北海道
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ネパール

バヌアツ

平成29年度青少年赤十字海外支援事業
一人一人の優しさが
命を救う大きな支援へ 

　青少年赤十字（JRC）加盟校の児童・生徒による「１円玉募金」を主
な財源として実施される青少年赤十字海外支援事業。平成29年度からは、
一昨年大きな地震に見舞われたネパールと、南太平洋の島嶼国バヌアツ
の２カ国を対象に、新たな支援事業が３カ年計画でスタートします。両国
の赤十字社を通じて、衛生教育や衛生環境改善、防災教育の普及を進め
る計画。日本の子どもたちの善意を、世界の子どもたちの笑顔につなげて
いく取り組みです。

ネパールは、毎年２万人を超える人が
不衛生な水の使用による感染症で亡くな
るなど、衛生環境の改善が課題になって
います。2009年には、下痢症とコレラ感染
が大規模に発生し、被害者数は20万人に
達しました。
ネパール政府や同国赤十字社は、長年
にわたり、この問題の改善に取り組んで
おり、トイレ設備の普及（1990年の６％
が2011年には62％へ）などの成果を上
げています。日本赤十字社も学校での衛
生教育授業や衛生施設整備の支援を続
けてきました（2015年12月まで）。しかし、
2015年４月に発生した大地震により、学
校のトイレ設備普及が大きく後退するな
ど、地震は計画していた水の衛生化計画
に決定的なダメージを与えたといわれて
います。
　今回の支援事業は、同国の中でも衛生
環境が悪く、感染症の発症率も高いパル
バト郡・シャンジャ郡にある６村、59学校
が対象です。トイレや手洗いの大切さを
子どもたちに教えるとともに、手洗い場を
各学校へ設置する支援も実施します。衛
生的な行動習慣が、学校から子どもたち
へ、子どもたちから親・地域へと広がるこ
とが期待されています。

　バヌアツは、世界で最も自然災害に対し
て脆弱な国。地震や津波、火山噴火、サイ
クロン、洪水といった災害リスクに常にさ
らされており、一昨年３月には巨大サイク
ロンにより人口の70％が被害を受けまし
た。しかし、識字率が低い同国では防災知
識の普及も不十分。学校での災害対策も
進んでいないため、被害の拡大を招いて
います。
　今回の支援は、学校での防災教育を通
じて、バヌアツの子どもたちに自らの命を
守る力を育んでもらおうというものです。
日赤が学校用に開発した防災教育プログ
ラム「まもるいのち　ひろめるぼうさい」
をベースに、同国の災害に合わせた防災
プログラムを作成。モデル校となる６つ
の地域（島）の18の小学校では防災授業
も実施していきます。
　これらの支援は、自然災害時の対応で
政府の補助機関として活動するバヌアツ
赤十字社を通じて展開されます。防災教
育の分野でも政府との公式なパートナー
シップを締結した上で、作成した防災プ
ログラムを小学校の授業で活用するほ
か、全島で教員養成カリキュラムへの防

災教育導入も図る計画です。

学校・地域の
衛生環境を改善

子どもの命を守る
防災教育を促進

ネパール バヌアツ

とうしょこく

ぜいじゃく

WORLD NEWS

　１円玉募金は昭和34年に開始し、現
在も続いています。お小遣いの中から
募金を出すことによって、子どもたちが
奉仕精神を育んでいくことが目的で
す。支援先の国の文化や生活などへの
関心を広げることで、「国際理解・親善」
の役割も果たしています。
　自分たちの募金がどう役立てられる
のかを学ぶために、海外の支援地に実
際に行き、現地の子どもたちとの交流も続けられてきました。また、青少年赤十
字メンバーによる今回の支援地ネパール、バヌアツへのスタディーツアーも来年
度以降に予定されています。

１円玉募金　募金活動を通じて成長する子どもたち

街頭で募金活動をする子どもたち

■1

■3

■4

1学校で登校時に手洗いをする生徒（ネパール）　2衛生知識を伝える布製のポスター（ネパール） 
3マレクラ島の小学校での授業の様子（バヌアツ）　4支援先の小学生（バヌアツ）

■2

フィリピン・オーロラ州内で、地域保健ボランティアを育成し、
地域における保健医療の脆弱性改善を目指す活動を行っていま
す。私の任務はこの取り組みの事業管理ですが、同時に私自身
が国際活動に貢献できる力を身につけるための “研修” にもなって
います。
フィリピンの人はどんなことでも楽しむことが得意。誰であって

も受け入れる優しさにあふれています。救急法トレーニングでは、
初めて会った参加者同士が友人のように笑いながら訓練を受け、
食事のときにはボランティアさんが地域で取れた食材を使った料
理をお腹いっぱい食べさせてくれます。
事業用車両が故障して動けなくなったときは、メンバーの一人
が雨の中、郡長さんの自宅までバイクを走らせ、車を借りてきて

くれました。寒い日だったけれど、みんなが必死に助けてくれた
ことがとても嬉しかったことを覚えています。小さめの車だったの
で、ぎゅうぎゅう詰めの定員オーバー（フィリピンでは当たり前？）
でしたが、遠足に行く前のようなワクワク感もわいてみんなで大笑
い。一体感も高まりました。
オーロラ州内で「レッドクロス」と言うと、小さな村の人でも話

を聞いてくれます。赤十字の基本７原則の共通理解があるから、
一緒に働くスタッフともすぐに「仲間」になれます。初めての海
外派遣で不安と緊張でいっぱいでしたが、ここにはそんな思いを
一掃してくれる愉快なスタッフと、優しさであふれた人々がいます。
私が笑顔でいられるように、互いを思い合える人がいるこの地域
には笑顔の花がいつまでも咲き続きます。

フィリピン赤十字社の８原則目は「笑顔」です

Takako Miura

二国間支援
フィリピン保健医療支援事業（事業管理）

カメラ撮影に少し緊張ぎみの子どもたちと

三浦 貴子

9

※本記事の執筆後、小笠原要員はハリケーン「マシュー」の被災地支援に向
けた、国際チームの一員として、現地調査や現場との調整などにあたって
います。

「グローバル・ハンドウォッシング・デー（10月15日）」に
せっけんを使った手洗いの大切さを広げるため、
事業地の小学生と交流する吉田さん（左）

ひっ ぱく

ぜいじゃく




